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前編では. f銀河鉄道の夜』第二次稿から登場して

くる「平果Jや「野茨」の匂いを，嘆覚過敏や幻嘆で
説明しようとしたが十分説明しきれなかった。今回，

『銀河鉄道の夜』の第三次稿(あるいは第四次稿)の

加筆箇所を第二次稿と比較検討することにより.解明

の糸口をつかんだので報告する。第三次稿(あるいは

第四次稿)の「草果J.r野茨」及び「ばら」の匂いが
記載されている箇所は以下の通りである。追加された

言葉で重要と思われるものは太字にしてある O

「何だか草果(りんご)の匂(におひ)がする。

僕はいま平果のことを考へたためだらうか。」ヵ

ムパネルラが不思議さうにあたりを見まはしま

した。

「ほんたうに草果の匂だよ。それから竪之段

いばら)の匂もする。」ジョパンニもそこらを見

ましたがやっぱりそれは窓からでも入って来るら

しいのでした。いま秋だから野茨の花の匂のする

筈(はず)はないとジョパンニは思ひました。

そしたら俄(には)かにそこに，つやつやした

黒い髪の六つばかりの男の子が赤いジャケツのぼ

たんもかけずにひどくびっくりしたやうな顔をし

てがたがたふるへてはだしで立ってゐました。隣

りには黒い洋服をきちんと着たせいの高い青年

が一ぱいに風に吹かれてゐるけやきの木のやう

な姿勢で，男の子の手をしっかりひいて立ってゐ

ました。

「あら，こ冶どこでせう。まあ， きれいだわ。」

青年のうしろにもひとり十二ばかりの眼の茶いろ

な可愛らしい女の子が黒い外套(ぐわいたう)を

着て青年の腕にすがって不思議さうに窓の外を見

てゐるのでした。
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(中略)

「わたしたちはもうなんにもかなしいことない

のです。わたしたちはこんない、ところを旅して，

ぢきに神さまのところへ行きます。そこならもう

ほんたうに明るくて匂い(におひ)がよくて立派

な人たちでいっぱいです。」

(中略)

ごとごとごとごと汽車はきらびやかな燐光(り

んくわう)の川の岸を進みました。向ふの方の窓

をみると，野原はまるで幻燈のやうでした。百も

千もの大小さまざまの三角標，その大きなものの

上には赤い点点をうった測量旗も見え，野原のは

てはそれらがいちめん，たくさんたくさん集って

ぼおっと青白い霧のやう そこからかまたはもっ

と向ふからかときどきさまざまの形のぼんやりし

た狼煙(のろし)のやうなものが，かはるがはる

きれいな桔梗いろのそらにうちあげられるのでし

た。じつにそのすきとほった椅麗な風は 1主主2
匂い(にほひ)でいっぱいでした。

「いかずですか。かういう主塁(りんご)はお

はじめてでせう。j向ふの席の燈台看守がいつか

黄金(きん)と紅でうつくしくいろどられた大き

な草果を落さないやうに両手で膝(ひざ)の上の

か、へてゐました。「おや，どっから来たのですか。

立派ですね。こ、らではこんな芋果ができるので

すか。」青年はほんたうにびっくりしたらしく燈

台看守の両手にか〉へられたーもりの芋果を眼を

細くしたり首をまげたりしながらわれを忘れてな

カfめてゐました。

(中略)

「まあ、あの烏。jカムパネルラのとなりの企旦

ると呼ばれた女の子が叫びました。

(f銀河鉄道の夜』宮沢賢治. 1986) 太字・下

線は著者



1.匂いと気配

『銀河鉄道の夜J第三次稿の「存在しない翠果や野
茨の匂いがしてくる場面」に，賢治は匂いと関連させ

てもう一つの巧妙な仕掛けを組み込んだ。これは，匂

いがした後に乗車してくるキリスト教徒達を強調する

ためとも思われるが，この仕掛けを読み解くことに

よって，これら匂いが嘆覚過敏によるものではなく「幻

の匂ぃJ= r幻嘆」によるものであることが明らかに
なる。この匂いが登場する場面は，八章の「鳥をとる

人Jの話から話題を新たに乗車してくる氷山と衝突し
て遭難したキリスト教徒の人達へと移すところであ

る。水死して銀河鉄道の列車に乗車してくるのは少年

の「タダシJ.少女の「かほる」および彼らの家庭教

師である青年である。第二次稿では無名の三姉妹を入

れて五人だ、ったのが，第三次稿(と第四次稿)で三姉

妹を一人の「かほる」という名の女の子にして三人で

ある。この三人と「草果」ゃ「野茨Jとの関係は童話
を一読しただけでは理解できない。しかし，三人が乗

車してきたときの様子を注意深く観察してみると.r草
果」ゃ「野茨」を連想させるものを見つけることが出

来る。男の子は「つやつやした黒い髪の赤いジャケツ

を着」ていて，女の子の「眼が茶いろJ(第二次稿で
は眼は黒いろ)で名前が「かほる」ということに気が

つく orかほる」という名前は，前作で考察したよう
に紫式部の『源氏物語jの後半に登場してくる「薫」

に由来すると思われる(石井.2011) 0 r薫(薫中将)J
は.r光源氏」の子(実は不義の子)で，源氏の没後
の後継者を巡って「匂宮(匂兵部卿)Jと争う。また，

「浮船jという女性を巡って「匂宮」と恋の鞘当てを

演じる or薫」は生まれっき体から芳香を放つ特異体
質の持ち主であり，その発する芳香は常識を超えてい

て，ちょっと動作するとその周囲はもちろん，遠く離

れた場所まで漂う O すなわち.r源氏物語』では.r薫」
がちょっとお忍びで立ち寄る所でも.r薫Jとわかる
匂いがして隠れようがないといように設定されてい

るO すなわち.r薫」の姿形が見えなくても.r薫」が
近づいてくればその匂いで「薫」だと気づかれてしま

う。賢治はこの『源氏物語jの「薫Jの匂いの話を『銀
河鉄道の夜』に気配を伴った幻嘆という形で取り入れ

たのだろう。「奉果や野茨の匂いがしてくる」のは第

二次稿，第三次稿及び第四次稿に記載されているが，

「赤いジャケッJ.r眼が茶いろ」及ぴ女の子の名「か
ほるJは第三次稿(第四次稿も)で初めて登場する。
賢治が意図的に匂いと結び付けて入れたとしか考えら

れない。「つやつや」した「赤い」ものが近づいてく

るという気配から「享呆の匂ぃ」を，また，小さな「茶

色jなものが近づいてくるという気配から「野ぱらの

匂い=木喜の実の匂い」をイメージさせ幻嘆として表

出した。賢治は「野ばら」と表現する場合，前編で記

載したようにパラ科パラ属のノイバラ (Rosa

mutif1ora)だけでなくノTラ科のキイチゴ属を使うこと

が多く，今回も茶色がかったオレンジ色の実をつける

モミジイチゴ (Rubuspalmatus var. coptophyJ1us :花期

は 3~5 月)やミヤマモミジイチゴ( Rubus pseudo-

acer: 花期は 7~8月)などのキイチゴをイメージで

きる。多分.r銀河鉄道の夜jに登場する「野茨」は「野
ばら=木暮」のことであろう。すなわち，賢治は嘆覚

過敏ということではなく.r銀河鉄道の夜』の主人公
達が.rつやつやした黒い髪の赤いジャケツを着た」
男の子と「眼が茶いろjの女の子が近づいていること

を気配として感じ.r草果」ゃ「野茨(実際は木喜)J
の匂いを感じたという設定にした。賢治が「野茨」を

使ったのは，前編でも記したようにキリストが処刑さ

れたときの「茨の冠」をイメージしてのことかもしれ

ない。我々は.r匂うjという場合.r何かの気配を感
じる」という意味でも使うことがあるO しかし「匂う」

と言う言葉を出して，その後，その匂いのイメージに

一致した人物を入れることに何かメリットがあるのだ

ろうか。文学のことはよくわからないが，多分，読者

はそれを意識するにせよ，意識しないにせよ，文章の

流れがよくなったと感じたのではないかと思われる。

突然，文章の内容が変わると読みづらいものだ。また，

宗教のこともよくわからないが，難破船で他人を押し

のけてまで助かろうとはしなかったキリスト教徒の青

年および姉弟(自己犠牲を進んで実施した人達)が神

に召される場所が.rそこならほんたうに明るくて匂
いがよくて立派な人たちでいっぱいです。」となって

いるので，よい匂いを感じさせることで宗教的に立派

な人たちが登場してくることを予兆させたのかもしれ

ない。登場してくる人達がキリスト教徒ということで，

リンゴやパラを象徴的に出したことに関しては前編で

考察した。一方，仏教でも匂いの重要性が説かれてい

る。賢治が帰依した法華経の薬王菩薩本事品第二十三

には，宿王華菩薩が仏の説法を聞いて随喜し，口から

青蓮華の香りを，また身体の毛孔から栴檀の香りを出

すだろうと，そして無量の功徳を得るだろうと記載さ

れている O 法華経には修練によって五感の冴え方につ

いての記載もある。宗教と匂いは密接に関係している

ように思える。この五感を鋭敏にするという感じ方は，

『源氏物語jに登場する貴人たちの世界にひとつの風

俗を生んだ。長い髪を洗う習慣のなかった登場人物た

ちは，香をたきこめて衣装に匂いを移してから着用す

る習慣になっていた(吉本.1999) 0 匂いを扱った文

学として最高峰に位置している『源氏物語jは法華経

の影響を強く受けているとする研究者もいる。

2.気配の具体例

次に，気配のようなものを感じて，存在しない匂いを

感じるということは物語ではなく現実世界であり得るで

あろうか。また，賢治にそういった体験は存在したのだ、
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ろうかを考えてみたい。これに一部答える記述が芥川

龍之介の遺稿である『歯車.1(芥川， 1957)にある。

多分，芥川の実際の体験を基にしたものと思われる。

が，暫く歩いてゐるうちに痔の痛みを感じだし

た。それは僕には座浴より外に癒すことの出来な

い痛みだ、った。座浴ーベエトオヴェンもやはり座

浴をしていた。座浴に使う硫黄の匂いは忽ち僕の

鼻を襲い出した。しかし 勿論往来にはどこにも

硫黄は見えなかった。 (W歯車』芥川龍之介)

ここでは、歩きながら痔の痛みを和らげる座浴を思

い浮かべただけで，座浴に入れる硫黄が幻嘆となって

主人公に襲ってくる。簡略して幻嘆までの流れを記載

すれば， r痔の痛みの感覚j→「治療法のーっとして
の座浴j→「座浴に使う硫黄(薬)のイメージ」→「硫

黄の匂い(幻嘆)Jとなる。一方、『銀河鉄道の夜Jに
登場する幻嘆は， r赤いジャケツを着た男の子と眼が
茶いろの女の子の気配」→「赤い草果(パラ科リンゴ

属)と茶いろの木喜(パラ科キイチゴ属)の実のイメー

ジj→「奉果と野茨(パラ科パラ属)の花の匂い(幻

嘆)Jである。さらに， w銀河鉄道の夜』では，進行方

向先で本物の「革果」と「パラ科キイチゴ属のばらの

匂い」に遭遇する(予知)。両者は幻嘆ということで

は一致するが、幻嘆を引き起こす原因が異なる。『歯車J
では実際の痔の痛みの感覚が幻嘆を引き起こしている

が， w銀河鉄道の夜』では気配のようなものが幻嘆を

引き起こしている。

3.気配と実体意識性

気配とは辞書には， rはっきりとは見えないが周囲
の様子から何となく漠然と感じられる様子」とある。

また，精神医学的には気配と類似した概念として「実

体的意識性J(ドイツの精神科医・哲学者カール・ヤ
スパースの言葉)という言葉がある。「実体的意識性j

とは，人や物の実体的な存在を感覚器官を介して知覚

することなしに，無媒介的に「直感」的に体験するこ

とである。直接に何も知覚していないので幻覚ではな

く，また直接に体験しているので妄想や錯覚とも異な

る(宮本， 1997;仙波 2009)。例えば，統合失調症

患者が，r自分の後ろなどに，ありありと，ある存在を，
実感として感じるJや「学生時代の同級生が屋根裏部
屋に住んでいて話しかけてくる」などがその例である。

それは， r知覚」以前の「直感」的なもので，その者
にとっては，まさに「実体」そのものとして，そこに

「ある」ものと「意識」されている。ヤスパースの言

う「実体的意識性」は，我々が考えている漠然の意味

が込められている「気配」よりももっと確信に近いも

のと思われる。それゆえ，統合失調症患者は，差し迫っ

た「恐れ」を抱j 圧倒され，自己が崩壊する瀬戸際
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まで追い込まれるのであろう。幻覚や妄想もこの「実

体的意識性Jを基礎にして展開されたものである。「屋
根裏部屋の住人(もう一人の自分)が話しかけてくる」

などは， r実体的意識性Jが「幻覚(幻聴)Jを呼び起
こしている例でもある。

賢治もしばしば気配を感じる人であったという(板

谷， 2000)。花巻市葛丸ダム湖畔に石碑があり，そこ

に「ほしぞらは/しづにめぐるを/わがこ、ろ/あや

しきものにかこまれて立つ」という 1918年作の詩が

刻まれている。賢治が盛岡高校農林学校本科を卒業し

て，ひきつづき研究生として稗貫郡の土性調査のため

各地を歩き回っていた頃の作である。この年の4月に

友人にあてた手紙では、調査の様子について、「寒サ

ウナ話ヲスルナラパ私ハ毎日摂氏O度ノ渓水ニ腰迄

浸ッテヰルノデス。猿ノ足痕ヤ熊ノ足痕ニモ度々御目

ニカカリマス O 実ハ私モピストルガホシイトモ思ヒマ

シタ。Jと記載している。賢治の短歌「北上川第三夜J
(1919年)には「ものみなはよるの微光と水うたひ/

あやしきものをわれ感じ立つjというのもある。これ

は賢治が四晩連続して北上川の朝日橋に心象スケッチ

に行ったときのものである。賢治がこれら「あやしき

もの」の気配を恐怖として感じているのは， rあやし
きものjを実体として，そこに「あるjものとして「意

識」しているからである。また，中学校時代には「う

しろよりにらむものありうしろよりわれらをにらむ青

きものありjというヤスパースの「実体的意識性」を

訪併とさせるような短歌も残している。

もしも，賢治が気配から「幻覚(幻臭)Jに近いも

のを体験していたとすれば，賢治の感じる気配は，

恐怖を引き起こす「実体的意識性」ゃ痔の痛みの感

覚に匹敵するぐらい強い「実体」的な「意識」だと

思われる O

4.気配の本質的意味

神秘主義的な理解をとらずに，気配と匂いの関係を

科学的に説明することは可能なのだろうか。最初に，

匂いを感じるとはどういうことか考えてみる。空気中

をただよう匂い分子は，人を含む晴乳類では鼻から吸

い込まれるが，まず鼻腔天上の嘆上皮を覆う嘆粘液に

溶け込み，いわば一つの味として嘆細胞の嘆覚受容体

部位で受け止められ，そこで感知された情報が電気信

号に変換されて脳へ伝わる(三木， 1997) 0 リンゴで
は匂い分子は，エチルアセテートなどのエステルであ

る。解剖学者の三木 (1997)は，嘆覚器を高級な味覚
器と考えた。これは，一般的な教科書には記載されて

いない面白い発想である。嘆覚器は魚類では一対の穴

として顔面に現れてくるのだが，そのおのおのの底に

敷き詰められた嘆細胞で流れてくる水の匂い，すなわ

ち味を受け止めている。そして，その味の「方向」と

「距離」が識別される。陸上に上がった晴乳動物の嘆



覚器が水(嘆粘液)で覆われているというのも， もし

かしたら晴乳動物の祖先が魚だ、ったころの名残かもし

れない。吉本 (1999)は，気配と匂いに関して，三木

成夫の独創的な発生学の研究成果を基に，興味ある解

説を行っている。

上陸まえの胎児とおなじで，魚、みたいな水棲の

生物では，鼻(腔)の嘆覚機能と呼吸機能とはま

だひとつだ、った。水の流れを感知しながら同時に

水に溶けた酸素をとりこむ単一のリズムをもって

いたO いってみれば匂い以前の匂いを感じて，水

の流れや方向や水の質や水の変化を知り，同時に

呼吸以前の呼吸作用で，水に溶けた酸素を吸収し

ていた。

匂いはここまでさかのぼれば感覚の起源として

の「触知」それ自体を指している。それが受胎

三十六日目にヒトの胎児が上陸することの意味

だ。このときから鼻(腔)は嘆覚機能と呼吸機能

が分化する兆候を体験した。嘆覚や味覚や聴覚な

どが分化しはじめるのが受胎後五~六ヶ月目とさ

れているから，嘆覚はそれよりず、っと以前で，い

わばすべての感覚の全体的な起源にあたる「触知」

自体を意味しているとみてよい。

わたしたちは「香を聞く」とか「花の色が匂うJ
とかいうように「匂う」という概念を嘆覚だけで

はなく，視覚とか聴覚とか，ばあいによっては「か

れには恋人の(いる)匂いがするぞJrかれの表
情には生活の匂いがしない」といった「気配」の

意味にまでひろげて使われるのは， とおくヒトが

魚だった時期にさかのぼれるからだとも言えよ

う。 (W匂いを讃む』吉本隆明)

上記文章の「上陸」とは 進化の過程で魚が陸に上

がり水陸両用の両生類を経て腿虫類になったことを指

す。この進化の過程は母親の胎内でも起こる O ドイツ

の進化論者であるエルンスト・ヘッケルは.r個体発
生は系統発生を繰り返す」という仮説を唱えた。例え

ば，人間であれば，ある個体の受精卵から胎児，新生

児，幼児，成人に至る過程は，人類が進化の過程で歩

んできた全ての過程(単細胞動物→多細胞原生動物→

下等脊椎動物→魚類→両生類→腿虫類→晴乳類→類人

猿→人)を再現するというものだ。女性(母親)の卵

子は受精後に子宮に着床(受胎)し，子宮から栄養を

取りながら多細胞原生動物，下等脊椎動物，魚類(受

胎三十二日目)の形状へと変化成長し，やがて受胎

三十六日目(腿虫類の形状)に上陸する。

この上陸劇に関する吉本の考えに対して私流に拡張

解釈してみる O 我々人間の遠い祖先は嘆覚，視覚，聴

覚が未分化であり，いわば匂い以前の「触知」の感覚

を魚の時代に経験しているので，たとえ匂い物質が鼻

腔に届いてこなくても，鼻腔内の鼻粘膜に含まれる水

の流れ，方向，変化から，強い気配を感じとり，また

それを聴覚，視覚及び嘆覚と結び付けることも出来る。

すなわち，実際に.rつやつや」ゃ「赤いジャケッ」
の気配を感じると，別に視覚的に見えなくてもそのイ

メージ、にあった「平果jの匂いがしたり.r茶いろの眼」
の気配を感じると，そのイメージの「野ばら=木喜」

の匂いがすることはありえるかもしれない。しかし，

この感覚はある種の精神疾患を有している人達か，賢

治のように特殊な能力を持った人にしか体験できない

ということも事実のようである。

このように，賢治は文章聞をスムーズにつなげるた

めの技術のーっとして，あるいは宗教的な物語である

という意味も込めて「匂ぃ」を採用したと思われる。

この「匂いjにはよく植物の匂いを使う。一般人が感

じることがない気配を感じたり，気配から匂いを実体

的に意識する能力は，賢治の性格，資質及び病理から

きているように思われる。そのような能力を持たない

ものが，難解だと言われている賢治作品を読み解いて

いくには植物学以外に心理学，宗教学，精神病理学な

ど様々ジャンルの書物の手助けを借りて地道に読み進

めて行くしかないように思える。また，近い将来，気

配と匂いの関係に関してさらに詳細な科学的な解明が

なされることを願う次第である。
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